
                                 トップに戻る 

  

  

 

                                   

＜ 計算事例１＞ 

  

  

  

  

  

  

  

 

計算結果 

     

 

    

 

管内側に８０℃の温水5,000 kg/h、シェル側に20℃の乾燥空気(N2：79.02%、

O2：20.95%、CO2：0.03%)10,000 kg/hの流体を通し、空気側出側温度を60 ℃
に加熱する熱交換器の基本寸法を求める。ただし圧力損失はシェル側を20 
mmAq以下、汚れ係数は管内、管外共に0.0005 m2K/Wとする。 

１．クロスフロー型熱交換器熱計算事例 

Page 1 of 11熱交換器設計のためのパソコンによる簡易伝熱設計法

2013/07/25http://www13.ocn.ne.jp/~crfsat/keisannjirei.htm

takayasu
取り消し線



  

        

  

              ＜計算事例 ２＞ 

    クロスフロー型熱交換器によるスチームエアヒーターの計算事例 

  

  

  

  

  

計算結果 

 

 

  

 

             

管内入側に１気圧100℃の飽和蒸気500 kg/hを、シェル入側に20℃の空気

15,000 kg/hを通過させる場合、以下の寸法を有するの熱交換器の空気側出

側温度、圧力損失及び交換熱量等を求める。 
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＜ 計算事例３ ＞  

熱交換器のシェル側飽和湿り空気の計算事例 

  

  

  

  

  

計算結果 

  

 

  

 

  

  

  

シェル側に飽和湿り空気(標準空気に水分量30Vol%)、10,000 kg/h、管内側に

20℃の水5,000 kg/h、を通した場合の流体出側温度、その他伝熱緒元を求め

る。但し熱交換器寸法緒元は＜計算事例２＞を引用するものとする。 

２．シェルアンドチューブ型熱交換器熱計算事例 
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                   ＜ 計算事例４ ＞ 

  

  

  

  

  

  

 

計算結果 

  

 

  

 

  

＜ 計算事例５ ＞ 

シェルアンドチューブ式熱交換器、 (湿り空気／水)  －潜熱・顕熱型計算事例 

  

管内側に200℃の乾燥空気(N2：79.02%、O2：20.95%、CO2：0.03%)5,000 
kg/h、シェル側に20℃の水8,000 kg/h、を通し、水の出側温度を60 ℃に加熱する

熱交換器の基本寸法を求める。ただし管内側圧力損失は50 mmAq以下、汚れ係

数は管内、管外共に0.0005 m2K/Wとする。 

管内側に飽和湿り空気(N2：55.314%、O2：14.665%、CO2：0.021%、H2O：
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計算結果 

  

 

  

 

  

      

               ＜ 計算事例６ ＞  

シェルアンドチューブ式熱交換器、 (飽和蒸気／水)  －潜熱・顕熱型計算事例 

  

  

  

30%)10,000 kg/h、シェル側に20℃の水10,000 kg/h、を通し、水の出側温度を

50 ℃に加熱する熱交換器の基本寸法を求める。ただし管内側圧力損失は50 
mmAq以下、汚れ係数は管内、管外共に0.0005 m2K/Wとする。 

計算事例５の寸法仕様の熱交換器に管内側に100℃の飽和水蒸気10,000 kg/h、シ

ェル側に20℃の水10,000 kg/h、を通した場合の水の出側温度をを求める。 
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計算結果 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

 

＜ 計算事例７ ＞ 

熱媒ネットワークの計算事例 

３．ネットワーク計算事例 
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          図1 熱交換器連結図           図2 連結フロー図 

  

計算結果 

・定常になるまでの時間は熱媒容量を循環量で割った値に温度が定常になるまで 

の循環サイクル数との積で求まるから 

200(kg)／5000(kg/h)×11＝0.44時間（26.4分） 

      

 

      図3 熱媒循環サイクルと温度の関係    図4 ネットワークフロー図 

  

                    ＜ 計算事例８ ＞ 

顕熱＋顕熱の計算事例 

  

  

  

  

  

  

200℃、の乾燥空気10,000 kg/hをクロスフロー型熱交換器HEX1のシェル

側を通過させ、さらにシェルアンドチューブ型熱交換器HEX2の管内側に導入

させる。一方、20℃の冷却水5,000は反対にHEX2のシェル側に導入させ、こ

れを最初のHEX1の管内側に通過させるフローとする場合の熱交換器間の連

結流体温度を求める。  

なお、HEX1はクロスフロータイプ＜計算事例２＞の寸法構造の熱交換器を

とし、HEX2はシェルアンドチューブ＜計算事例４＞の熱交換器構造とする。 

熱媒加熱側に使用するクロスフロー型熱交換器（HEX1）のシェル側に90℃
の乾燥空気10,000 kg/h、一方、管内側に熱媒水5,000kg/hを通過させる。 

また、予熱空気側熱交換器としてクロスフロー型熱交換器（HEX2）のシェル

側に乾燥空気20℃に導入させ、管内側にHEX1からの熱媒水を循環させる場

合、熱媒水初期温度20 ℃、熱媒水容量200kgとする場合、熱交換器間の熱媒

水の定常状態までに達する時間と温度を求める。 なお、HEX1及び HEX2は

同じクロスフロータイプ＜計算事例２＞の寸法構造の熱交換器をとする。 
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        図5 熱交換器連結図         図6 ネットワークのフロー図 

  

計算結果 

    

 

             図7 ２台の熱交換器連結温度フロー 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

                  ＜ 計算事例９ ＞ 

顕熱(ｸﾛｽﾌﾛｰ熱交換器)＋潜熱(ｼｪﾙｱﾝﾄﾞﾁｭｰﾌﾞ熱交換器)の事例 

  

  

  

  

  

  

  

  

とし、HEX2はシェルアンドチューブ＜計算事例４＞の熱交換器構造とする。 

90℃、水分量20(vol％) の湿り空気10,000 kg/hをクロスフロー型熱交換器

HEX1のシェル側を通過させ飽和温度まで冷却する、さらに飽和水分状態でシェ

ルアンドチューブ型熱交換器HEX2の管内側に導入させる。一方、20℃の冷却

水10,000は反対にHEX2のシェル側に導入させ、これを最初のHEX1の管内側

に通過させるフローとする場合の熱交換器間の連結流体温度を求める。  

なお、HEX1はクロスフロー＜計算事例２＞の寸法構造の熱交換器とし、

HEX2はシェルアンドチューブ＜計算事例5＞の熱交換器構造とする。 
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         図8  熱交換器連結図        図9 ネットワークのフロー図 

  

  

計算結果 

   

 

   図10 連結結果フロー図 

  

  

  

  

            

  

  

                   ＜ 計算事例１０ ＞ 

シェルアンドチューブ式熱交換器内で結露が発生する場合の計算事例 

  

  

  

  

  

  

  

  

・ネットワークのフロー図 

90℃、水分量20(vol％) の湿り空気10,000 kg/hをシェルアンドチューブ型熱

交換器の管内側を通過させ、一方、20℃の冷却水10,000kg/hをシェル側に通

過させる場合、管内側の流体の顕熱範囲及び潜熱領域とに分離し、伝熱緒元

を求める。  

なお、シェルアンドチューブ型熱交換器は＜計算事例5＞伝熱管長さ2000 
mmの熱交換器構造とする。 
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     図11 シェルアンドチューブ型熱交換器の潜熱域と顕熱域 

  
 

    図12 顕熱域と潜熱域の長さ       図13 連結結果フロー図 

  

  

  

                   

   ＜ 計算事例11 ＞ 

クロスフロー型熱交換器内で結露が発生する場合の計算事例 

  

  

  

  

  

  

  

  

    ・ネットワークのフロー図 

90℃、乾燥空気（N2:CO2:O2）に水分量30(vol％)混合された湿り空気5,000 
kg/hをクロスフロー型熱交換器のシェル側を通過させ、一方、20℃の冷却水

5,000kg/hを管内側に通過させる場合、シェル側の流体の顕熱範囲及び潜熱領

域とに分離し、両者の連結温度及び伝熱緒元を求める。 なお、熱交換器は＜計

算事例２＞の熱交換器構造とする。但し管列数を９列９パス向流とする。 

計算結果
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図14 クロスフロー型熱交換器の顕熱/潜熱分割概念 

  

     計算結果 

  

 

                図15 ネットワーク連結結果フロー 

                                          トップに戻る 
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